
 

発言順位６    １０番 草 地 博 昭 議員 （一括質問） 

 １ 人口の変化と対応策 

  ⑴ 本市の人口ビジョンについて  

   ①   本市の人口ビジョンで示している２０２０年、２０４０年、２０６

０年における目標出生率と出生数、年少人口、生産年齢人口、老年人

口とその比率を伺う。  

②   今後の人口の変化による本市への影響を伺う。またその変化に対応

できる市民を増やすため、どのように市民に伝えていくか考えを伺う。 

  ⑵ 若い世代が家族を増やしたくなる取り組みに向けて  

① 子育ての経済的負担が大きくなっていることについて、見解を伺う。 

② 本市の公立小学校、中学校で保護者が支払う子どもの学習費の詳細  

と見解を伺う。  

③ 保育園、幼稚園の第２子、第３子の保育料軽減について、現状の取  

り組みと今後の方向性を伺う。  

④ 保育園の待機児童の現状、また特に０歳児、１歳児の年度途中の状  

況と対応策を伺う。  

   ⑤ 多子世帯への経済的支援や子育てサポート支援について考えを伺う。 

⑥ 「こども保険」が話題となっているが、当提案の概念に対する市長

の見解を伺う。  

⑦ 内閣府では、「子ども・子育て本部」を設置し、多方面の少子化対策

に力を入れているが、本市としても若い世代が家族を増やしたくなり、

自然と出生率、出生数が向上するための体制づくりや、今、必要な施

策や課題について見解を伺う。  

⑶ シニア世代が、活き活きと活動できる地域づくり  

   ① ２０４０年頃までにおける社会保障全般の見通しと市の対応を伺う。 

② シニア世代の生きがいづくりとして、地域やＮＰＯで連携し、シニ

ア世代同士を支えあう仕組みや子育て世代を支える仕組みづくりを伺

う。  

 

 



 

２ 市民に伝える、市民の声を聴く取り組み 

 ⑴ 「市民に伝える」仕組みについて  

  ① 「広報いわた」やインターネット、ＳＮＳなど、既存の情報発信の

ツールについて、現状と課題、今後の取り組みを伺う。  

② 出前講座に代わる行政情報の発信について、考えを伺う。  

③ 「磐田っていいな」と市民が感じられる広報の充実へ向けて、取り

組みや課題を伺う。  

 ⑵ 「市民の声を聴く」仕組みについて  

① 「市民の声」の収集方法について現状と課題、今後の取り組みを伺

う。  

② 政策の「結果」ではなく「プロセス」を発信し、市民が主体的に政

策形成に関われる仕組みや課題、今後の取り組みを伺う。  

③ 無作為抽出の市民により「市民討議会」を開催し、市民と様々な情

報を共有し、ともに考えてもらう仕組みが各地で行われているが、考

えを伺う。  

⑶ その他の広報広聴の充実化に向けて  

① 効果的な広報広聴のための各部署との連携について、現状の取り組

みと課題を伺う。  

② 新聞等マスコミに報道してもらうための、効果的なプレスリリース

の方法や戦略を伺う。  

③ 議会との連携で考えがあれば伺う。  

④ 広報広聴機能の重要性について考えを伺う。  

 


